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かみよ おおくに ぬしの みこと さきみ たま くしみ たま 

むかし 神代の ころに、 大国 主命の 幸 魂、 奇 魂の 

神 さまと して、 この 国へ 渡って おいでになった 

おおもの ぬしの みこと のち やまとのくに み わ 

大物 主命 は、 後に 大和 国の 三輪の 山に おまつられに 

み わ やま 

なりました。 さて、 その 山 を 三輪 山と いうに ついて、 

はなし つた 

こういうお 話が 伝わって います。 

とき やまとのくに いくた まより ひめ たい うつく 

ある 時 大和 国に、 活玉依 姫と いう 犬そう 美しい お 

ひめ 

姫 さまが ありました。 

いくた まよ リ ひめ ところ まいばん 

この 活玉依 姫の 所 へ、 ふとした ことから、 毎晚 のよ 

たい けだか わかもの く 

うに、 大 そう 気高い りっぱな 若者が、 いつ どこから 来 
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